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「記録の標準化を目指して」

　本誌で好評連載中の「記録革命が未来を拓く」の特別企画として、6月号に引き続きF-SOAIP（生活支
援記録法）の実践者による座談会をお届けします。

記録革命が未来を拓く    特別企画座談会
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名のケアマネジャーが長期のお休み
をとることになってしまいました。その
間、残ったケアマネジャーがフォローし
た際に、記録をF-SOAIPで書いて
いたことによって、利用者さんへの対
応をどうしていたのかがとてもよく理
解することができたそうです。もちろ
ん、日ごろからお互いの利用者さんに
ついて話すことはありましたが、「ここ
まで深く関わっていたんだ」と、新た
な気づきが得られたことに驚きまし
た。
　さらにこの方に対してこういう支援

事業継続効果（BCP）を実感
PDCAサイクルの要として

嶌末　今回は対人支援の専門職、と
りわけ介護支援専門員の専門性を
高めるための効果的な記録として
F-SOAIPを普及させていくためには
どうしたらいいのか。具体的なご提案
やご意見を伺っていきたいと思いま
す。まず関谷さん、いかがでしょうか。

関谷　ある事業所ではケアマネジャー
は4名体制ですが、このコロナ禍で2

をしないと生活がままならなくなる部
分があるということに気づいたときに、
代わりのケアマネジャーでもすぐに対
応することができ、支援の効果がとて
も上がったと実感したと伺ったときに、
F-SOAIPはBCP、事業継続計画
にも効果的なのではないかということ
を思いつきました。
　ケアマネジャーが1人休むと、その
人が抱えている40人分の利用者さん
への支援が滞ってしまいます。居宅
介護支援事業所のあり方としてかつ
てからリスクを感じていましたので、

第 2 回　F-SOAIPの普及に向けて意見提言


